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日
本
共
産
党
大
阪
市
会
議
員
団 

 
 
 
 
 
 

事
務
局
長  

西
脇
直
樹 

     

 

首
長
の
政
治
介
入
・
支
配 

 
 
 
 

大
阪
維
新
の
会
提
案
の
「
教
育

基
本
条
例
」
案
は
、
趣
旨
説
明

で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
首
長

の
教
育
へ
の
政
治
介
入
・
支
配

が
目
的
で
す
。 

軍
国
主
義
教
育
と
侵
略
戦
争

の
反
省
を
踏
ま
え
な
い
条
例

案
と
批
判
…
…
日
本
共
産
党 

 

日
本
共
産
党
の
井
上
浩
議
員

は
、
「
特
定
の
教
育
目
標
や
教

育
政
策
を
押
し
つ
け
る
こ
と
で  

教
育
委
員
会
の
役
割
を
弱
め
、

市
長
の
権
限
強
化
を
は
か
ろ
う

と
す
る
も
の
」
と
厳
し
く
批
判

し
、
「
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
教

育
の
自
由
と
自
主
性
を
踏
み
に

じ
る
」
と
論
断
し
ま
し
た
。 

 
 

 

学
校
へ
の
要
望
は
禁
止 

 

関
係
者
・
保
護
者
・
周
辺
住

民
に
ま
で
、
学
校
運
営
に
お
け

る
要
求
を
禁
止
し
経
営
方
針
に

服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

 

管
理
、
統
制
、
競
争
で
は
、 

子
ど
も
の
成
長
・
発
達
を
妨
げ

る
…
…
日
本
共
産
党 

 

井
上
議
員
は
、
教
師
の
人
間
と

し
て
の
尊
厳
を
否
定
す
る
と
強

調
。
そ
し
て
、
「
競
争
的
な
教
育

制
度
は
、
世
界
の
中
で
も
異
常
」

と
指
摘
、
国
連
こ
ど
も
の
権
利
委

員
会
か
ら
日
本
政
府
へ
「
高
度
に 

競
争
的
な
教
育
制
度
が
、
こ
ど
も

の
発
達
に
ゆ
が
み
を
も
た
ら
し

て
お
り
、
学
校
シ
ス
テ
ム
全
体
を

見
直
す
こ
と
」
と
し
た
勧
告
を
紹

介
し
、
競
争
的
な
教
育
制
度
を
是

正
す
る
こ
と
こ
そ
が
必
要
と
反

論
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

校
長
・
副
校
長
の
公
募
制 

首
切
り
が
自
由
に
で
き
る
分

限
制
度 

任
期
付
き
管
理
職
の
公
募
制

導
入
で
、
市
長
お
気
に
入
り
の
校

長
や
副
校
長
を
配
置
。
ま
た
、
教

員
も
学
校
統
廃
合
な
ど
に
は
、
余

剰
人
員
扱
い
し
て
自
由
に
分
限

免
職
が
で
き
ま
す
。
信
賞
必
罰
を

は
っ
き
り
さ
せ
た
。 

 憲
法
と
教
育
基
本
法
に
反
し
て
、 

教
員
の
人
権
を
著
し
く
制
約
、

管
理
統
制
に
服
せ
し
め
る
条
例

案
と
告
発
…
…
日
本
共
産
党 

 

井
上
議
員
は
、
こ
の
条
例
案

が
、
教
育
に
対
す
る
支
配
と
教

員
に
対
す
る
統
制
を
強
め
る
意

思
を
表
明
し
た
も
の
と
言
及
し
、

「
政
治
の
多
数
決
原
理
を
持
ち

込
も
う
と
す
る
発
想
は
、
議
会

で
多
数
を
占
め
る
政
治
集
団
に

よ
る
傲
り
と
不
当
な
支
配
を
狙

う
な
に
も
の
で
も
な
い
」
と
強

調
し
非
難
し
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 

    

 

９
月
30
日
に
開
か
れ
た
９
・
10
月
定
例
会
（
公
営
・
準
公
営
決
算
議
会
）
は
、
市
長
提
案
な
ど
24
議
案
、
維
新
の

会
提
案
条
例
案
５
件
、
日
本
共
産
党
提
案
の
条
例
案
２
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

大
阪
維
新
の
会
が
提
出
し
た
「
教
育
基
本
条
例
案
」
「
職
員
基
本
条
例
案
」
は
、
維
新
だ
け
の
賛
成
で
そ
れ
ぞ
れ
否

決
。
し
か
し
、
市
長
提
案
の
「
大
阪
市
職
員
倫
理
条
例
案
」
は
、
賛
成
の
理
由
も
明
ら
か
に
せ
ず
公
明
、
自
民
、
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
み
ら
い
（
旧
民
主
）
の
賛
成
多
数
で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
大

阪
市
会
議
員
団
は

６
日
、
13
項
目

の
「
東
日
本
大
震

災
等
に
よ
る
市
内

避
難
者
に
さ
ら
な

る
支
援
措
置
拡
充

の
緊
急
申
し
入

れ
」
を
平
松
大
阪

市
長
に
お
こ
な
い

ま
し
た
。 

 

議
員
団
は
大
震

災
発
生
以
後
、
被
災
避
難
者

の
く
ら
し
の
実
態
に
つ
い

て
、
関
係
党
組
織
と
協
力
し

て
聴
き
取
り
調
査
を
お
こ

な
っ
て
き
ま
し
た
。
被
災
避

難
者
は
、
被
災
地
が
未
だ
復

興
の
兆
し
が
見
え
ず
、
不
安

と
苦
し
み
の
日
々
に
追
い

や
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
の
下
で
切
実
な
要

望
や
行
政
へ
の
注
文
等
々

を
申
し
入
れ
た
も
の
で
す
。 

 

申
し
入
れ
に
は
、
北
山
良

三
市
議
団
長
、
尾
上
や
す
お

市
議
、
小
川
陽
太
市
議
が
参

加
。
古
城
・
震
災
支
援
対
策

室
調
整
担
当
課
長
ら
が
応

対
し
ま
し
た
。 

支援拡充の申し入れをする北山良三団長、尾上

康雄、小川陽太各市会議員＝６日 

保護者は（中略）学校関係

者への不当な態様による要求

等は禁止し、子どもには、社会

常識・基本的生活習慣を身につ

けさせる義務を負う。  

 【維新の会提案者説明】 

 

「時代が求める教育」を判断

するのは、教育委員会ではな

く選挙で選ばれた首長が民意

を反映してその方向性を判

断。 

【維新の会提案者説明】 

（中略）私立でも運営可

能な教育機関は自由を求め

て私学化をすすめるべきで

すが、その時には、公務員と

しての身分を離れ、教壇に

立ち続けていただくための

分限制度を設けました。  

【維新の会提案者説明】 

申し入れた主な事項 
○市営住宅の期間延

長、家賃無償の継続 

○上下水道料、電気代

の無料化及び減免措置 

○冬季用の暖房、衣類

等の確保と提供 

○市の直接雇用等で就

労支援の強化 

○就学援助 

○義援金の一部を弾力

的活用で生活資金等に 



 
  

  

    

  

  
 

 

        

 

市
長
の
評
価
を
意
識
、 

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る 

日
本
共
産
党
の
北
山
良
三
議
員

は
、
条
例
案
に
つ
い
て
「
憲
法
に
定

め
ら
れ
た
『
市
民
全
体
の
奉
仕
者
』

と
い
う
公
務
員
の
役
割
が
『
市
長

へ
の
奉
仕
者
』
に
変
質
さ
れ
る
」
と

強
調
し
、「
職
員
全
体
が
市
民
の
利

益
よ
り
も
上
司
の
評
価
を
意
識
す

る
働
き
方
に
大
き
く
変
貌
さ
せ
ら

れ
る
」
と
き
び
し
く
批
判
。 

  

幹
部
の
任
期
付
き
採
用
で
は 

市
長
の
独
断
的
行
政
が
横
行 

北
山
議
員
は
、
幹
部
職
員
の
任
期

付
き
採
用
に
言
及
し
、
行
政
の
専

門
性
の
蓄
積
や
継
続
性
が
損
な
わ

れ
「
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
と

職
場
の
混
乱
が
も
た
ら
さ
れ
る
」

と
指
摘
し
、「
市
長
に
異
を
唱
え
る

幹
部
職
員
は
再
任
用
さ
れ
ず
、
市

長
へ
忠
誠
が
絶
対
化
さ
れ
、
市
長

の
独
断
的
行
政
執
行
を
許
し
て
し

ま
う
危
険
性
を
も
つ
」
と
論
断
。 

 一
方
的
な
首
切
り
が
可
能 

職
員
の
意
欲
低
下 

 
 
 

 

北
山
議
員
は
、
分
限
４
号
に
つ

い
て
ふ
れ
、
「
市
長
の
一
方
的
な

職
場
組
織
の
再
編
や
廃
止
、
職
員

定
数
削
減
等
の
方
針
に
よ
っ
て
、

い
つ
で
も
職
員
の
首
切
り
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
」
と

非
難
、
「
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
低
下
さ
せ
、
働
き
が
い
を
奪

い
、
惹
い
て
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
く
」
と
解
明
し
、
憲
法

や
労
働
法
制
に
も
抵
触
す
る
本
条

例
案
に
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。 

        

「
市
民
の
奉
仕
者
」
へ 

職
員
育
成
に
逆
行
す
る
条
例
案 

 

日
本
共
産
党
の
山
中
智
子
議
員

は
、
反
対
理
由
に
つ
い
て
、
「
高

い
モ
ラ
ル
意
識
を
も
っ
た
職
員
が

市
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
遺
憾

な
く
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
は

つ
な
が
ら
な
い
」
と
強
調
、
ま
す

ま
す
市
民
に
冷
た
い
大
阪
市
に
な

る
と
非
難
し
ま
し
た
。 

 
 不

祥
事
を
根
絶
す
る
推
進
力
は 

検
証
と
分
析
で
原
因
の
解
明 

 
 

山
中
議
員
は
、
政
令
市
一
厳
し

い
服
務
規
律
と
胸
を
張
っ
た
「
不

祥
事
根
絶
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
昨
年

６
月
に
策
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
相
次
ぐ
不
祥
事
が
発
生
し

て
い
る
と
指
摘
。 

「
こ
の
間
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
真
剣
に
検

証
・
分
析
を
行
い
、
原
因
や
問
題

点
を
掘
り
下
げ
る
作
業
が
不
可

欠
」
と
の
べ
「
そ
う
し
た
段
階
も

踏
ま
ず
、
大
慌
て
で
つ
く
ら
れ
た

と
お
ぼ
し
き
本
条
例
案
か
ら
は
、

高
い
モ
ラ
ル
を
も
っ
た
す
ば
ら
し

い
職
員
集
団
を
つ
く
る
こ
と
を
決

意
し
、
市
民
に
誓
う
と
い
う
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
力
は
弱
い
」
と
言
及

し
、
制
定
の
意
義
や
必
要
性
、
効

果
な
ど
は
、
甚
だ
疑
問
と
批
判
し

ま
し
た
。 

 

市
の
都
合
で
職
員
を
整
理
解
雇 

 

職
員
同
士
で
不
信
と
競
争
煽
る 

 

山
中
議
員
は
、
勤
務
成
績
の
評

定
に
左
右
さ
れ
、
上
司
の
顔
色
ば

か
り
う
か
が
い
、
市
民
を
見
放
し

て
職
員
間
で
競
争
す
る
事
態
は

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
を
招

き
、
職
場
が
混
乱
す
る
だ
け
」
と

の
べ
、
だ
か
ら
こ
そ
、
整
理
解
雇

を
倫
理
条
例
に
位
置
づ
け
る
自
治

体
は
全
国
に
一
つ
も
な
い
と
告
発

し
ま
し
た
。 

 

山
中
議
員
は
、
「
自
治
体
に

あ
っ
て
求
め
ら
れ
る
職
員
集
団 

と
は
ど
ん
な
も
の
か
」
と
問
い
、

市
民
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
使
命

感
と
誇
り
で
団
結
し
、
信
頼
と
協

力
、
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
こ
そ

最
大
限
能
力
が
発
揮
さ
れ
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
と
強

調
し
、
本
条
例
案
が
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し
と
き
び
し
く
批
判
し
ま

し
た
。 

  

秋
の
決
算
議
会
に
む
け
た
懇

談
会
に
、
50
団
体
70
名
が
出

席
。
活
発
な
意
見
交
換 

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は

９
月
16
日
に
「
秋
の
決
算
議
会

に
む
け
た
団
体
・
個
人
懇
談

会
」
を
開
催
。 

こ
れ
に
は
50
団
体
70
名
が
参

加
さ
れ
、
団
体
の
運
動
の
取
り

組
み
や
大
阪
市
政
に
対
す
る
要

望
、
意
見
が
だ
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。 懇

談
会
に
は
、
わ
た
し
考
一

前
市
会
議
員
も
参
加
し
、
「
地

下
鉄
・
バ
ス
の
民
営
化
」
問
題

で
発
言
し
ま
し
た
。 

各
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
主
な

要
望
は
、
水
道
局
や
交
通
局
な

ど
の
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
」

問
題
の
解
決
、
「
児
童
福
祉
司

の
増
員
」
「
学
校
の
耐
震
化
を

急
い
で
」
「
敬
老
パ
ス
を
守

れ
」
「
す
べ
て
の
地
下
鉄
駅
に

可
動
柵
設
置
」
「
太
陽
光
パ
ネ

ル
設
置
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
」
な
ど
な
ど
た
く
さ
ん
だ
さ

れ
ま
し
た
。 

議
員
団
は
、
決
算
委
員
会
で

取
り
上
げ
る
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。 

 

 

10月25日は閉会本会議です。 

党議員団は、条例提案や意見書などの提案を行いま

す。市長選挙前の本会議です。ぜひ、ご参加くださ

い。 

 

 １０月19日(水)民生保健委員会・計画消防委員会 

 １０月20日(木)文教経済委員会・建設港湾委員会 

 １０月21日(金)財政総務委員会・交通水道委員会 


